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 なお、学校教育相談の研究史総括については、小林幹子・藤原忠雄 2014a、2014b を参照してい
ただきたい。ここでは特に学校教育相談と学校心理学について図１（本稿末尾掲載）のようにまと






















の総括である（大野精一 2013、下線部は、大野精一 1998、2003 から改変した部分）。 
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(2013)による、自己コントロール機能に係る前頭葉の発達に関する大規模調査によれば、貧困家庭
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【図 1】学校教育相談と学校心理学（小林・藤原 2014a） 
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本論文でも指摘されているような保護者自身の問題が相乗して、対応の難しさを実感することが多
かった。本論文の考察に示唆を得て、子どもたちが感受する人（や環境）とのかかわりに正対し、
まなざしの奥にある｢不安｣と向き合う教師の対応が問われることであったと反省する次第である。 
 本論文ではさらに、｢子どもの貧困｣等現代社会における問題や、教育相談の資質・能力を培う幼
稚園教諭の養成教育の問題にも言及している。子どもの育ちに関わる通時的な観点から、一層その
重要性が増している教育相談の新しい展開に期待したい。 
 
